


てまヽる自面写真o BRるさが沢tJ_対 應するtOと 見欲 して解林したo図 21■示
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3二 とがてきにば、樹 宅て苗豪汗たoと M.′

同様 0“晰え 六4田 t るヽこと|=よ,マ 、 M2

で崚畿面E閣 寸3定 量的な結報を得 ヽ二 Lニ

とができるtQと にわれるo      M生

く参考:た献〉 [|コイ左澤[良―蒙|:響文製里“さ吉十  峰

攣′'苦届に響営′lq,5  E237卜寺訳良―゙黒:

■)クトグう74とそQ｀日′曰デは増'生`l,82

EA1. ST-t7peo=r?77'lL. l9A

写真2 F―t / P C  Oテンフ7■  ′伽 ,

F-2   031:  No.9

3 瀑1定さ雌ヒ鴎朧 Q戒

↑図4_蝸臨変たo表0ズペクト1し.

← 図2 .申 薦コ|た0趣り 1繰.

振 2.免 し 編 ′β2の観 測線方向はる押異
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